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ケータイは 1990 年代後半から 2000 年代初頭にかけて普及した。そのため，本論では，




















































1970 年代のことである。その後，1980 年代と 1990 年代を通じて，恋愛による交際が一





年から 2012 年まで 10 年ごとに調査をおこなっているため，このデータから 20 年間の変
容を確認できる。その結果，1990 年代，2000 年代の間にも恋愛が日本にさらに浸透した
































調査期間：2002 年から 2003 年 
対象者数：13 人（女子 11 人：男子 2 人） 
②モバイル・コミュニケーション研究会調査（2001,2011） 
本稿で扱うモバイル・コミュニケーション研究会調査の結果は，2001 年調査3の報告書
と 2011 年調査4の報告である，『ケータイの 2000 年代 成熟するモバイル社会』に記載
された結果を引用して論じる。 
 




 調査期間：1994 年 10 月から 12 月 
 対象者数：49 名 
  
                                                   
3 日本学術振興会助成 基盤研究（Ｂ）2001 年度～2003 年度，課題番号：13410057（代表）吉井博明。
なお筆者も調査設計，実査，分析，報告をおこなっている。 



























第 7 章 
①青少年研究会5調査（1992-2012）6  
調査方法：系統無作為抽出による質問紙調査 
（1992 年：郵送調査，2002 年・2012 年：訪問留置回収，一部郵送） 
調査対象：東京都杉並区，兵庫県灘区・東灘区在住の 16 歳から 29 歳の男女 
調査期間：1992 年 12 月から 1993 年１月・1993 年 7 月から 8 月， 
2002 年 10 月，2012 年 11 月から 12 月 
計画数：5000 票（1992 年・1993 年），2000 票（2002 年）， 
2400 票（2012 年） 
回収数：1116 票（22.3％）（1992 年），1110 票（55.0％）（2002 年）， 
1050 票（43.7％）（2012 年） 
②youth culture 研究会調査（2007）7 
調査方法：層化二段無作為抽出による質問紙調査（訪問留置回収） 
調査対象：東京都杉並区在住の 16 歳から 29 歳の男女 






調査対象：東京都，大阪府在住の 30 歳から 59 歳の男女, 
調査期間：2004 年 12 月,  
計画数：2080 票, 
回収数：503 票（48.4％）東京，538 票（51.7％）大阪 
. 
  
                                                   
5 青少年研究会は 1970 年代後半に都市社会学者の高橋勇悦が設立した研究会であり，1992 年から 10 年
毎に都市青年の文化や意識，行動や価値観を調査している。 
6 日本学術振興会研究助成 総合研究（A）1992 年度～1994 年度,課題番号：04301023（代表）藤村正
之・川崎賢一, 日本学術振興会研究助成 基盤研究（A）2001 年度～2003 年度,課題番号：13301011（代
表）高橋勇悦，日本学術振興会研究助成 基盤研究（A）2011 年度～2013 年度,課題番号：23243065（代
表）藤村正之。なお，2012 年のみ比較サンプルとして 30 歳から 49 歳の男女にも調査をおこなっている。 
筆者は，1992 年調査においてはアルバイトで参加，2002 年調査から本格的に参加した。2012 年調査で
は，藤村正之代表のもとで事務局として調査設計，実査，分析，報告に携わった。 
7 日本学術振興会研究助成 基盤研究（Ｂ）2006 年度～2008 年度,課題番号：18330101（代表）浅野智
彦。なお筆者も調査設計，実査，分析，報告をおこなっている。 








第 9 章 
①青少年研究会調査（2002，2012） 
②youth culture 研究会調査（2007）  
②モバイル・コミュニケーション研究会調査（2001,2011） 
 




調査対象：弘前市在住の 20 歳以上 75 歳以下の男女 1600 名（32 地点）と 
その回答者をとりまくネットワーク 
調査期間：2002 年 2 月から 3 月 
計画数：1600 票（無効 62） 
回収数（有効回収率）：主回答数 571 票（36.88％） 
            配偶者数 356 票（22.99％） 
            他者１数  353 票（22.80％） 
            他者２数  331 票（21.38％） 
            他者３数  320 票（20.67％） 
主回答者平均年齢：52 歳，主回答者男女比＝43.4％：55.5％      
婚姻状況：結婚 424（74.3％）離別・死別 61（10.7％）未婚 78（13.7％） 
不明 8（1.4％） 































































のが，1979 年のことであり，さらに 6 年もかかって，ショルダー型衛星通信電話が登場
する。 


















































































































































                                                   




調査対象：全国 200 地点の 12 歳から 69 歳の男女 





    
図 1-1 年齢層別にみたケータイのプライベート利用率(2001) 
 
    




























































































































                                                   
12 2017 年から始めたインフォーマルなインタビュー調査では,多くの若者が「ケータイで友だちにおし































































































































































































































































































































































































































































































































































全体の 54.1％であり，20 代の若者が 68.9％と最も高率であった。10 代の若者も全体と比
較すると高率であり，55.9％であった（χ２検定：p<.001）。 
 














10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 全体
よく感じる 29.5% 31.0% 19.3% 18.9% 13.5% 16.5% 21.6%
時々感じる 26.4% 37.9% 30.9% 34.0% 32.4% 27.1% 32.5%
あまり感じない 20.9% 19.8% 33.0% 29.8% 25.4% 34.1% 27.2%
まったく感じない 23.3% 11.3% 16.8% 17.4% 28.6% 22.4% 18.7%















































          身体の拡張 
としてのケータイ 
               「必要性」 
 
               ケータイの 
               モビリティと 
               ポータビリティ 
 
     場所から引き離し             鏡のように 
    生活の空間を拡大する          自己を映すケータイ 
       ケータイ              「安心－不安」 
       「願望」 
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通話 メール SNS などの ネット空間 
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 存在論的不安          再帰的自己自覚的プロジェクト  
再 帰 的 近 代 化
 






















図 3-3 再帰的サイクルの高速化 
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どうかの検討をおこなったうえで親密な人間関係の 3 つの位相を説明する。 
ケータイの連絡先を教えることに対する敷居の低さが，見知らぬ人との接触を可能にし



























































この 2 つの位相をより一層苦しいものに変える。以上のようにこの 2 つの位相では大きく
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に 2 つめの仮説を修正することにしたい。 
ところで，ケータイはすでに「出会い」が成立した後の関係性のためのメンテナンスに
有効な道具として利用されたり(羽渕, 2002)，逆に「出会った人」を取捨選択するための道












この 2 つのテレ・コクーンのうち，一次テレ・コクーンは 1990 年代 2000 年代を通じ
て一般化していった。辻泉（2016）が青少年研究会のおこなった 2012 年調査を分析し，
若者の関係維持の手法について報告している。若者の出会う場は「学校」と答える率が高




















































     出会い 
の位相 
                 関係維持・関係選択 








           特殊技能者 
 
企業   学校 
 
近代        派遣労働 
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見たことがある 15 歳から 19 歳までの男子は全体の 16.2％，女子は 29.6％である。さら
に，利用したことがある 15 歳から 19 歳までの男子は全体の 12.6％，女子は 7.4％である。
加えて，モバイル・コミュニケーション研究会の 2011 年調査20において，よくアクセスす














調査対象：全国 200 地点の 12 歳から 69 歳の男女 







（17 歳女子，J さん21，青森） 
彼氏，出会い系で知り合った。でも，もう出会い系はしない。もう彼氏いるし。 
 




















手の SNS であった mixi は，2006 年 5 月段階で約 400 万人のユーザーがいると公表して

































も当初から一定数みられ，LINE は利用するが Facebook や Instagram を利用しない22と
                                                   
22 LINE は 2016 年の利用率は,前年度よりも増加して 67.0％であった。Facebook の利用率は 32.3％と




























































































































































































































































































































モバイル・コミュニケーション研究会がおこなった 2001 年調査では 40.4％（N=759）が
仲間に自分がどう思われているか気になると回答していたが，2011 年調査では 46.1％
（N=662）であり，微増もしくは変化はないといえるだろう（松田・土橋・辻編，2014）。
日本人の 4 割以上が，再帰的意識をもっていることがわかる。 


























































ここで紹介するデータは，2001 年と 2011 年にモバイル・コミュニケーション研究会が全
国でおこなった調査から報告されているものである（松田・土橋・辻編，2014）。2001 年
調査では，ケータイ利用率は 69.0％（N=1258）であり，2011 年調査では 91.7％（N=1332）










表 4-1 どのような人と携帯メールをやりとりするか（2001）         ％（Ｎ） 
 
 






















74.8% (86) 80.2% (162) 67.4% (126) 47.7% (62) 37.5% (15) 58.8% (10) 66.7% (461)




































                                                   
24 自己意識の項目のうち「私の興味や考えは，私の周囲の人たちとは違う」という質問は 2011 年には



































                                                   

















（18 歳男子，L さん，M さん，大阪） 
Ｌ：「（ベルとか，PHS とか持つようになって）友だち作りやすくなった，作りやすうな
るやん。」 



















































図 4-1 再帰的サイクルと 3 つの不安のダイナミズム 
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        闘 争 再帰的自己自覚的プロジェクト 
           自己の再帰的サイクルの高速化 
                自己の再帰による         代替可能性 
安心                安心 不安           増大による 
        再帰して自分の魅力を示せれば安心へ      不安 
              失敗すれば、不安へ 
新しい出会いへの期待      闘争疲れ 
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家族         研修生          自己の代替可能性 
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前近代                      家族、友人、学校、企業などの 
        地縁               生活の場所での親密な人間関係 
血縁                  形成からの退却 
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第 5 章 ケータイ不安とリテラシー 
 































































































LINE などの SNS によるいじめが話題となっているが，この頃からメールを利用したいじ
めが問題となっていた。メールは，基本的にそのアドレスを簡単に取得することができる。













































































































































使用して，「職場で形式的なつきあいを望むかどうか」を 1973 年データと 2003 年データ
の比較をおこなっている。この結果，30 代前半層までは変化がみられないが，30 代後半
から 60 代前半までの年齢層において，1973 年と比較して 2003 年のほうが「形式的なつ





1990 年代から 2000 年代にかけて，若者の人間関係について多くの一般的な言説がみら
れた。少年犯罪の問題やいじめなど，さまざまな若者の問題について，「若者の人間関係が



























れていることを明らかにしている（Miyata et al, 2005）。同質的な人間関係は，他者との
コミュニケーションの減少による問題解決力の低下（小林・池田, 2005）や視野狭窄に陥
























































































































































































る。1950 年代に地方国立大学教育学部に在籍していた現在 68 歳の女性の語りである。イ














 また，結婚意識についても，1990 年代以降，劇的に変容したといわれている。NHK 放
送文化研究所の調査によると，「必ずしも結婚する必要はない」と考えている人，特に女性
でそのように考える人が 1995 年から一貫して増加傾向にあり，2013 年調査では全体の 6
割を超える(NHK 放送文化研究所，2015)。2000 年の国勢調査によれば，25 歳から 35 歳
までの男女の未婚率は約 30 年前から上昇しはじめ，男性で 20％，女性で 30％程度，上昇
している(国勢調査，2000)。2017 年現在の未婚率は，男性は 30 歳の時点で 55.0％と半数
 100 
 
を超えており，女性では 41.9％となっている。2015 年の国勢調査によると，30 歳から 34 
歳では，男性はおよそ 2 人に 1 人（47.1％），女性はおよそ 3 人に 1 人（34.6％）が未婚

































































愛と結婚が結びついたのは 1960 年代頃からである。それは，1967 年以降，恋愛結婚が見
































































 ホワイトの調査から 20 年以上経過した現在でも同様の傾向を見出すことができる。
2007 年から 2008 年にかけて，日本，アメリカ，フランス，イギリス，韓国の 5 カ国で実



















 恋愛に関する社会学的了解は，1990 年代から 2000 年代にかけての調査研究を通じて，
出来上がった。恋愛研究はおおよそ三つのカテゴリーに分けられる。第一に，恋愛の誕生
やその歴史的プロセスに関する研究である。恋愛概念の輸入や誕生，文化的標準化に関わ






可能であるのかもしれない（Barthes, 1977=1980;; Finkelkraut, 1984=1995; Luhmann,  
1982=2005; 大澤, 1998; 桜井, 1998）。 
三つめが，恋愛行動や意識にまつわる現状把握を目指した実証研究である。これには，
メディアの言説研究と意識調査研究のふたつがあり，さらに恋愛のパターン分析や家族研
究と性行動研究に関わる研究がみられる（山田, 1991; 木下, 1994; 草柳, 2004; 谷本, 1998, 












制は，恋愛の主要な要素である相互作用の 1 対 1 対応と強い意味的連関をもっている。 

































































第 7 章 都市青年の恋愛経験の標準化と複数化 
 
 第 7 章では，青少年研究会の 3 回の調査を中心に，現代日本の若者がどのような親密性
















あり，この 20 年間で現在恋人とつきあっていると回答した率に有意な増減はない。 


















































て 20.7％であり，1992 年調査段階の回答よりも減少している。さらに 2012 年調査におい
て増加しているものの 1992 年と比較するならば低率である。また杉並では 1992 年から







しかし，2002 年調査の杉並では，「経験あり」が 40％弱と減少し，灘・東灘では約 60％
まで上昇したため，両地域の 10 代の交際経験率に有意な差がみられるようになった（χ２
検定：p<.001）。2012 年の調査では，また両地域ともに同程度の交際経験率となっている。 
しかし年齢が上昇すれば,この差は消失していく。図 7-3 と図 7-4 にみられるように，20
代前半と 20 代後半に関しては，両地域間で経験の有意な差がみられなかった（χ２検定：
n.s.）。両地域ともに 20 代は，92 年と比較すると 10％程度の「経験あり」と回答する率の








図 7-2 10 代後半の交際経験 
 
 

























































































率の上昇が確認された。両地域とも 1992 年調査段階では，交際経験のない人が 20％台で
あったのに対して，2002 年では 10％台まで減少，2012 年ではさらに減少している（杉並：












































つれて，交際経験者は増加する。学生で「経験なし」と回答したのは，1992 年と 2002 年
はともに 42.7％であり，2012 年は 43.5％であった。他方で学生でなければ，1992 年では














① 1990 年代以降，20 代以降の層で交際経験のない人は減少してきた。 




 ①1990 年代以降，20 代以降の層で交際経験のない人は減少してきた，この変化を恋愛
の標準化とここでは呼びたい。1992 年調査の段階でサンプリングされた 20 代後半の層は，
1960 年代生まれであり，2002 年調査においては，1970 年代生まれ，2012 年調査におい
ては，1980 年代生まれである。多少の増減が地域別にみられるものの，この 20 年間で恋
愛の標準化が進んだと考えられる。とくに交際経験のある 20 代後半の都市青年が 90.1％
という状況は重要な意味をもっている。この交際経験の標準化にはどのような意味があり，
またどのような要因があるのだろうか。次節以降検討する。 






























市青年の 4 人に 1 人は，異性間の友情に対して疑いをもっていたのである（図 7-5）。 
加えて，地域を限定して分析をおこなうならば，灘・東灘の高年齢層は，低年齢層よりも
異性間の友情成立に否定的であった（χ２検定：p<.001）。2002 年調査と 2012 年調査では，
この質問項目を削除したが，異性の親友の有無については，全調査で質問している。その
結果，「異性の親友がいる」率が大幅に減少したことが明らかとなった（図 7-6）。1992 年












図 7-5 異性間に友情が成り立つと思うかどうか（1992 年調査） 
 





















































































7-2-1 1992 年データにみる異性間の友情成立の是非 
 1992 年データの分析から，異性間の友情成立に関する意見と相関のある変数を確認して


















































あるが，おおよそ 7 割の交際経験率である。 
しかし，結婚経験者の場合，1992 年に 70.6％であった交際経験率は 2002 年に 93.3％と
なり，12 年には 98％まで上昇している（ソマーズ D：p<.001）。つまり，1970 年代以降，














































図 7-8 結婚経験別にみた交際経験率  
 





















































                                                   
33 モデルの適合度が低いが,他の意識変数を投入すれば適合度が高くなる可能性はある。変数間の相関を
わかりやすく示すことを重視し,このモデルで分析をすすめている。 
説明変数 B 標準誤差 Wald 有意確率 Exp(B)
性別(男性=1　女性=2) -0.36 0.432 0.696 0.404 0.697
年齢 -0.098 0.066 2.189 0.139 0.906
親との同居（同居=1　別居=2） 0.516 0.494 1.091 0.296 1.676
つきあった期間（月） -0.032 0.014 4.903 0.027 0.969
お互いのすべてをさらけだしたつきあいである -0.907 0.481 3.561 0.059 0.404
自分には，相手よりももっといい人がいると思う 1.113 0.516 4.648 0.031 3.044
けっこう長いつきあいだと思う 0.366 0.555 0.436 0.509 1.442
今つきあっている相手とは別れても友だちでいられると思う 0.974 0.448 4.734 0.03 2.648
一緒にいるとき，相手をうっとうしく感じることがある 0.724 0.522 1.924 0.165 2.062
相手以外は考えられないような熱愛ぶりだと思う -2.467 1.065 5.362 0.021 0.085
恋人に内緒でほかの異性と出かけることがある 0.925 0.469 3.886 0.049 2.522
（定数） -0.031 1.633 0 0.985 0.97















 2002 年調査においても似たような傾向を示す結果がえられている。若者の 10 人に 1 人
しか，情熱的に好意をもつ相手と恋愛交際していない34。表 7-2 にみるように，「相手以外
には考えられないような熱愛ぶりだと思う」との項目に肯定した恋愛中の都市青年は，4
人に 1 人であった。都市青年全体の 10 人に１人が情熱的な恋愛をしていることになる。






表 7-2 恋人交際に関する意識（2002）   ％ 
 
 















































                                                   




































る恋愛は，1 対 1 対応することとなる。しかし，2002 年調査時点には 1 対 1 対応恋愛では





































経験あり 54.5% 45.5% 121























説明変数 B 標準誤差 Wald 有意確率 Exp(B)
性別(男性=1　女性=2) 0.029 0.307 0.009 0.924 1.029
年齢 0.024 0.047 0.259 0.611 1.024
親との同居（同居=1　別居=2） -0.201 0.312 0.413 0.521 0.818
つきあった期間（月） -0.013 0.005 6.368 0.012 0.987
F10②母親との関係 -1.344 0.445 9.133 0.003 0.261
インターネットや携帯電話等で知り合った相手に恋愛感情を持ったことがある-1.703 0.514 10.988 0.001 0.182
場面によってでてくる自分というものは違う 0.154 0.213 0.523 0.470 1.167
意識して自分を使い分けている 0.481 0.184 6.839 0.009 1.618
自分の中には，うわべだけの演技をしているような部分がある -0.200 0.183 1.189 0.276 0.819
ひとりでいると孤独を感じる -0.041 0.173 0.057 0.812 0.960
勉強や仕事に対して真剣に取り組む -0.419 0.192 4.739 0.029 0.658
お金さえあれば，自分のやりたいことを -0.035 0.177 0.039 0.843 0.965
メディアで見聞きしたことを実際に体験してみたいと思う 0.204 0.201 1.034 0.309 1.226
将来に備えて耐えるより，今という時間を大切にしたい -0.239 0.180 1.758 0.185 0.787
現在の生活に満足している -0.313 0.188 2.779 0.096 0.731
（定数） 3.722 1.614 5.320 0.021 41.359
















図 7-10 複数恋愛の経験と父親との関係（2002） 
 






























































































































































らないからである。先に，若者の 10 人に 1 人しか，情熱的に好意をもつ相手と恋愛交際
していないことを確認したばかりだが，さらに 2012 年調査時では，恋愛感情を持ったこ
とがない若者が全体の 4.9％しかいないが，「結婚するなら好きな人としなければ幸せにな







いう意見では 8 割以上が肯定していた（表 7-13）。しかし，感情を理由に離婚することを
肯定している層のうち子どもの有無（66.6%）や妻の経済的自立（49.5%）といった理由
































30代 38.3 49.2 9.2 3.3 360
40代 39.0 41.4 16.2 3.4 390
50代 39.4 41.8 14.1 4.6 368








30代 16.6 50.0 16.9 16.6 314
40代 15.9 52.4 20.6 11.2 233
50代 21.3 44.3 18.6 15.9 296








30代 10.9 33.9 37.7 17.6 313
40代 12.4 41.2 36.5 9.9 233
50代 12.5 38.6 31.9 16.9 295














ほど増える（相関係数：0.246）。10 代の平均交際経験相手数は 1.47 人，20 代では 3.0 人
であった。この結果が意味することは，30 歳までに多くの若者が恋愛交際を複数経験して
いるということである。2015 年の厚生労働省の人口動態統計によれば，男性の平均初婚年
齢が 31.1 歳，女性で 29.4 歳であることを考えあわせるならば，現代若者は 30 歳をめど






1990 年代から 2000 年代初頭に定着したものであり，それ以前は異なっていた。2004 年
におこなった離婚研究会の調査によれば，30 代以上は既婚者であっても交際経験相手数
（つきあった人の数）は多くなかった。図 7-16 は，離婚研究会が，2004 年に 30 代以上
60代未満の人々を対象に東京と大阪でおこなった男女関係調査37を分析した結果であるが，
年齢が高くなるほど，交際した相手の数が少なくなっている（山田編，2006）。特に交際
した相手がいない 30 代は 7.8％であるが，50 代は 26.6％という高率である。加えて，交




                                                   
37 日本学術振興会研究助成 基盤研究（Ｂ）2003 年度～2005 年度,課題番号：15330096（代表）山田
昌弘。調査方法：層化二段無作為抽出による質問紙調査（訪問留置回収），調査対象：東京都，大阪府在






























































たのだが，apple 社の iPhone は登場していなかった。2012 年段階では，スマートフォン
の普及，SNS の利用が一般化されつつあったが，LINE の普及は実査後であった。 






ネットを利用した出会いに関しては，2002 年調査と 2012 年調査のデータを分析すること
が可能である。そこで，第Ⅰ部で検討したインティメイト・ストレンジャーやテレ・コク
ーンのありようを検証してみよう。 
 まず，2012 年調査時のケータイ利用者は全体の 99.7％であり，利用していない都市青
年はきわめて稀である。電話として使用を確認したところ，1 日の平均通話時間は，19.5
分であった。通話が短いいっぽうで，携帯インターネット利用時間は 120.2 分であり，都
市青年は 1 日に 2 時間程度の携帯インターネット利用をおこなっていることが明らかとな
った。 
 





直接会ったことがある - - 26.6% (278) -
②インターネットや携帯電話等で知り合った相手と
友だちづきあいをしている 12.0% (131) 21.8% (228) p.=.000
③インターネットや携帯電話等で知り合った相手に

































① 若者の恋愛は標準化し，結婚の前段階として経験されるものとなっている。約 9 割
の都市青年が 30 歳までに恋人との交際を経験する 
② 異性の親友を持つ若者が減少した。①と関わり，異性の親密性が恋愛に収斂した。 












































































第 8 章 交際と関連する要件は何か：ケータイ利用に映し出される親密性 
 










内閣府が 2010 年におこなった「平成 22 年度 少子化社会に関する国際意識調査」によ
れば，20 歳以上 50 歳未満の既婚者は 63.9％，既婚者の 73.4％が 20 代で結婚している。







多数を占めており，20 代から 30 代前半にかけて結婚に向けた恋人との交際を経て結婚す
る。平均初婚年齢は，おおよそ男性で 32 歳，女性で 30 歳である（厚生労働省）。見合い
結婚は｢婚活｣という言葉が定着した今でも 5.2％と低い水準にとどまっている（国立社会


























 図 8-1 は，モバイル・コミュニケーション研究会調査データにみる年齢層別結婚経験状
況を示している。先に示した内閣府データと同様，結婚時期が 20 代から 30 代だというこ





























図 8-2 は年齢層別に恋人との交際状況を示したものである。10 代で交際中は 13.6％と
低く交際経験率は 37.1％である。しかし，年齢層が高くなるにつれて，交際経験率も上昇
























































































係が良好であり，週に 1 度以上街に遊びに行く傾向がみられるが，PC のヘビーユーザー
は，休日の勉強時間が長く，学校の友人関係に不適応を示しており，街へ遊びに行く頻度

















みられる（T 検定：p<.05）。独身者全体を対象にするならば，交際経験者が平均 155 分程
度，インターネットを休日に利用しており，交際未経験者では平均 184 分であった。社会
人に限定するならば，交際経験者では平均 162 分，交際未経験者では平均 277 分であり，
交際未経験者のほうが 1 時間半程度，休日の平均利用時間が長くなっている。 
さらに，この PC 経由のインターネットの質的利用と交際経験の有無について，男性に
限って，いくつかの傾向がみられた。交際経験者の男性は，未経験者の男性と比較して SNS
での情報発信をする率が高い（χ2 検定：p<.01）。交際経験者の男性の 15.7％が PC 経由
で SNS を利用して情報発信をしているのに対して，交際未経験者の男性では 1.7％であっ
た。インターネットへの依存度についても男性には差がみられた（χ2 検定：p<.05）。交















































表 8-1 ケータイ経由でアクセスするウエブサイト（2011） 
 
 













待ち受け画面 3.3 9.5 17.4
ゲーム 34.1 31.4 14.5
レジャー・旅行関連 18.7 6.7 2.9
映画館情報 20.9 12.4 7.2




ニュース 50.6 47.6 29.6
ゲーム 20.8 19.4 36.5
レジャー・旅行関連 27.3 22.3 9.6
交通機関情報 22.1 27.2 13.0
チケット予約 26.0 18.4 4.3
バンキング 6.5 7.8 0.9
オークション 24.7 12.6 6.1
マンガ 2.6 0.0 15.7











まったくなく，「あてはまらない」という回答が 3 割弱を占めている。 
 
 
図 8-3 社会的属性と交際経験別にみた誰とでも仲良くなれるかどうか(2011) 
 
 

































































































































































肯定 否定 肯定 否定 肯定 否定
インターネットを利用 76.5(14) 61.1(36) 55.6(12) 63.1(138) 80.5(35) 57.7(115)



































































































と表 9-2 は，4 件法で質問した生活満足度の重回帰分析の結果である。モデルの適合度が
よくないが，相関の値を参考に分析を進める。生活満足度の得点は，「満足している」を 1
点，「まあ満足している」を 2 点，「あまり満足していない」を 3 点，「満足していない」




表 9-1 生活満足度と恋人の有無 (2011) 
 
 















B 標準誤差 ﾍﾞｰﾀ 有意確率
(定数) 2.032 0.326 0.000
性別(1=男性、2=女性) -0.089 0.086 -0.053 0.303
年齢 0.015 0.004 0.238 0.000
一人暮らし（単身赴任を含む） 0.137 0.129 0.059 0.290
世帯年収（税込み） -0.081 0.027 -0.160 0.003
恋人の有無(1=あり、0=なし） -0.152 0.101 -0.078 0.132
修正済みR2=.041　N=348
B 標準誤差 ﾍﾞｰﾀ 有意確率
(定数) 1.969 0.326 0.000
性別(1=男性、2=女性) -0.098 0.087 -0.058 0.259
年齢 0.015 0.004 0.226 0.000
一人暮らし（単身赴任を含む） 0.153 0.129 0.066 0.236
世帯年収（税込み） -0.087 0.027 -0.171 0.001












表 9-3 生活満足度とインターネット利用時間(2011) 
 
 








B 標準誤差 ﾍﾞｰﾀ 有意確率
(定数) 2.466 0.298 0.000
性別(1=男性、2=女性) -0.098 0.068 -0.064 0.150
年齢 0.003 0.002 0.051 0.251
一人暮らし（単身赴任を含む） -0.089 0.127 -0.031 0.484
世帯年収（税込み） -0.067 0.021 -0.144 0.001
インターネット利用時間 0.001 0.000 0.182 0.000
修正済みR2=.059　N=494
B 標準誤差 ﾍﾞｰﾀ 有意確率
(定数) 2.757 0.182 0.000
性別(1=男性、2=女性) -0.088 0.041 -0.058 0.031
年齢 0.004 0.002 0.078 0.037
一人暮らし（単身赴任を含む） -0.098 0.081 -0.035 0.226
世帯年収（税込み） -0.085 0.013 -0.179 0.000
















 結婚の有無とメディア利用との関連を確認しておこう。配偶者のいる人は PC インター
















































                                                   
























 第 8 章で「まわりの人たちとのあいだでトラブルが起きても，それを上手に処理できる」

























0% 20% 40% 60% 80% 100%
恋愛経験なし（N=133）
恋愛経験あり(N=151)











































































図 9-3 性別と恋愛交際経験別にみたネットワークの性別同質性 
 
 本調査の 10 年前におこなった 2001 年調査から，ケータイと PC のインターネット利用
を分析した結果，日本社会のジェンダー化された文化的様相が報告されている（Habuchi, 

























































































村上あかねが｢恋活（恋愛活動）｣について分析している（村上，2010）。22 歳から 36 歳
までの男女で 2008 年に交際相手探しという恋愛活動をおこなった人のうち，2009 年に交
際相手がどの程度いるか，というものである。2008 年時点で交際相手がいなかった男性の
45.2％，女性の 50％がなんらかの恋愛活動をしているが，お見合いやお見合いパーティ，
結婚紹介業の利用は 1 割に満たない。考察が難しいことを念頭においたうえで，50 代より


































































































































































































































































 主回答者について，サンプルの属性を確認しておく。表 10-1 は，年齢構成をまとめた






314 組サンプルであり，平均初婚年齢が 30 歳前後であることと関連して，20 代サンプル
が少なくなっている。カップル票のみのサンプルでみると，農業従事者は夫と妻ともに１
割であり，夫の民間企業勤務の割合が高くなっている。また，専業主婦と回答した妻は
43.6％と高率である。共働き夫婦は 38.0％となっている（表 10-6）。 
 
表 10-1 年齢層（N=567） 
 
 
表 10-2 職業 
 
 





２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代



















男性 12.3 7.8 4.5 36.6 13.6 0.0 3.3 14.4 5.8 243
女性 9.5 4.1 2.9 10.5 6.3 32.1 14.9 12.4 5.1 315













19.3 38.7 17.9 18.4 3.3 2.5
 165 
 
表 10-4 夫婦別年齢層（カップル票であるため，夫妻ともに N=314） 
 
 
表 10-5 夫婦別職業（夫妻ともに N＝314） 
 
 























％ ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 無回答
夫 2.5 10.5 19.4 28.3 24.2 13.7 0.6 0.6



















夫 10.8 8.6 4.8 34.4 15.3 0.3 0.6 18.2 4.8 2.2






























表 10-7 夫婦の対等感による組み合わせ 
 
 

















                                                   
*45 石黒格によっておこなわれたスノーボール・サンプリング調査のデータを,石黒から許可を得たうえ
で利用している。1999 年に横浜市青葉区において,30 歳以上 69 歳以下の男女 850 名を対象におこなった










図 10-2 ワークスタイルと対等感 
 
 































































不満がない」と回答している妻は 11.0％と 10 組に１組しかいないが，妻に対して「まっ












図 10-4 夫婦別にみた配偶者に対する不満 
  
 










0% 20% 40% 60% 80% 100%
夫（N=152）
妻（N=172）

























表 10-8 夫からみた対等感と妻の楽しさ（χ２検定：p<.05） 
 
 















目上の人 83.3 16.7 18
対等な人 82.7 17.3 127








                      妻からみて夫と一緒にいることが                  %
ほっとする ほっとしない Ｎ
目上の人 88.9 11.1 18
対等な人 85.8 14.2 127
目下の人 70.3 29.7 75







































目上の人 64.7 29.4 5.9 17
対等な人 60.7 27.9 11.5 122

































図 10-9 夫の配偶者ネットワークの認知 
 
次に主回答者のあげた「日頃よく連絡をとったり，顔をあわせたりする 20 歳以上の方」
という他者 3 名をめぐるネットワーク密度*47については，表 10-11 のような結果が得られ
た。しかし，単純なネットワーク密度の濃淡との相関はみられなかったのに加え，「対等
                                                   









































表 10-11 夫婦の対等感と主回答者のネットワーク密度 
 
 










0 1 2 3 N
対等カップル 2.2 28.3 15.2 54.3 46
権力関係の認識一致カップル 17.8 15.6 6.7 60.0 45
権力関係の認識不一致カップル 6.1 28.6 20.4 44.9 49
説明変数 B 標準誤差 Wald 有意確率 Exp(B)
性別分業 -0.263 0.340 0.596 0.440 0.769
本人年齢 -0.009 0.015 0.387 0.534 0.991
夫年齢と妻年齢の差 -0.136 0.052 6.850 0.009 0.873
妻通学年数 -0.190 0.111 2.958 0.085 0.827
夫通学年数 0.143 0.079 3.258 0.071 1.153
夫婦の相互理解 0.331 0.346 0.917 0.338 1.393
夫婦の活動 -0.713 0.303 5.556 0.018 0.490
夫婦の安堵感 0.179 0.386 0.216 0.642 1.196
（定数） 1.449 1.736 0.698 0.404 4.261
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 弘前大学の F 研のみなさまにも博士論文執筆について心よりの応援をいただきました。
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